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NC 加工支援とは,CAD/CAM で設計・デザインと加工経路から G コード生成して,マシニングセンタ等の

NC 加工機による加工を,利便性・効率化・安全対策等を多種多様な方法で支援をするものである.今回 1つ

の方法として,プログラム言語 Python のプログラムによって NC 加工支援を試み,一定の成果を得られた

ので以下に報告する. 
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1．はじめに 

 

 Python プログラムによって,3 種類の支援方法を考

えた．はじめに,「Python プログラミングⅠ」として追

加ポストプロセッサの機能を ,メモ帳の機能でよく

利用する置換を応用したプログラム .2 つ目に、

「Python プログラミングⅡ」として CAD/CAM のポ

ストプロセッサを使用しないで ,対話式でドリル穴

あけの G コードを生成するプログラム .最後に

「Python プログラミングⅢ」として切削工具の必須

加工条件を抽出する対話式のプログラムを作成した. 

 

2．Python プログラミングⅠ 

 

 ハイエンド CAD/CAM「hyperMILL」は残念ながら

5軸用マシニングセンタ（DMGMORI NMV1500DCG）

のポストプロセッサ単独である.高額な 3 軸用マシニ

ングセンタ（DMGMORI NV4000）のポストプロセッ

サ購入の代わりに,5 軸用 G コードを置換機能を応用

した Python プログラムを作成し,3 軸用 G コードに

変換した.抜粋した Python コードを図-1 に示す. 

 

 

図-1 抜粋した G コードに変換 Python コード 

 

3．Python プログラミングⅡ 

 

 簡易的なドリルの穴あけに特化した G コードであ

れば,CAD/CAM 不要の G コード生成プログラムを

Pythonプログラミングで作成可能と考え作成した.抜

粋した Python コードを図-2 に示す. 



 

図-2 抜粋した簡易的なドリルの穴あけ Python コード 

 

4．Python プログラミングⅢ 

 

 従来は,切削工具のカタログからアナログ的に必須

加工条件を調べて CAM に適応いていたが,利便性の

向上から使用頻度の高い切削工具を Python プログラ

ミングで作成可能考え,対話式の必須加工条件抽出

プログラムを作成した. 抜粋した Python コードを図-

3 に示す.Python の操作画面を図-4 に示す. 

 

 

図-3 抜粋した対話式加工条件抽出 Python コード 

 

図-4 Python の操作画面 

 

5．まとめ 

 

 PythonプログラミングⅠは,検証を済ませ実際に金型

実習等で利便性と安全性（プログラムはミスをしな

い）に貢献した. Python プログラミングⅡは,実際の作

業ではあまり支援効果はなかったが,Pythonプログラ

ミングのスキルアップに効果があった.Pythonプログ

ラミングⅢは,金型実習等で使用頻度が高く,使用者

の評判も上々であった.以上から NC 加工支援は一定

の成果が得られたといえる. 


